
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 2004 

令和４年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校生の美術２（日本文教出版） 

副教材等 ワークシートプリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

絵画・彫刻、デザイン、鑑賞 

① 自然、自己、社会などを深く見つめて主題を生み出す。 

② 心豊かな表現の構想、表現形式や材料・技法の活用により、形や色彩の効果を生かして個性豊かな

表現を追究する。 

③ 主題や目的の意図に応じて、表現方法を工夫して創造的に表現することを学ぶ。 

④ 芸術作品の美しさや美術文化について理解を深めるとともに、自己や他者のよさを認め合い、感性

を高める。 

授業の進め方については、絵画やデザインの表現活動において美術の歴史や表現の特質を参照しつつ、

また作品の相互評価をするなど表現と鑑賞を一体にして扱う。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとと

もに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜び

を味わい、多様な表現

方法や美術文化に関心

をもち、主体的に個性

豊かな表現や鑑賞の創

造活動に取り組もうと

する。 

 

感性や想像力を働かせ

て、自然、自己、社会

などを深く見つめ主題

を生成し、創造的な表

現の構想を練ってい

る。 

 

 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、主題

に合った表現方法を

工夫し、創造的に表し

ている。 

 

 

美術作品などの表現

の工夫や心豊かな生

き方の創造に関わる

美術の働き、美術文化

などの理解を深め、そ

のよさや美しさを多

様な視点から創造的

に味わっている。 

 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察、 

レポート 

 

 アイデアスケッチ、

ワークシートプリント 

 

制作途中作品、 

完成作品 

 

鑑賞レポート 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

１ オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

表現とは何か 

美術Ⅰを振り返り、美術Ⅱの学習

イメージを持ち、美術の学びの深

まりと意味について考える 

    a: 

b: 

c: 

d: 

 

【
絵
画
】
「
静
物
画
」 

「
静
物
画
」 

 

・静物デッサン 

・構図構成演習 

・絵画制作 

アクリル画 

・作品鑑賞 

 

○ ○ ○ ○ a: 静物モデルを見つめてモチ

ーフとして感じ取ったことや

考えたことを、主体的に絵画の

主題が生成できる。 

b: 主題の画面効果を考えた構

図法や配色で、主題を生成でき

る。 

c: 主題をより効果的な描画方

法でアクリル画表現できる。 

d: 他者の作品の表現の工夫を

理解し、よさや美しさを創造的

に味わっている。 

学習状況の観

察 

アイデアスケ

ッチ 

制作途中作品 

完成作品 

ワークプリン

ト 

レポート 

 

夏
季
休
暇
課
題 

高校展鑑賞レポート 

 

○   ○ a: 他者の表現に興味を持ち、

主体的に鑑賞の創造活動に取

り組もうとする。 

b: 

c: 

d: 美術作品などの表現の工夫

を理解し、そのよさや美しさを

創造的に味わっている。 

鑑賞レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

【
デ
ザ
イ
ン
】
「
絵
本
の
工
夫
」 

 

「
絵
本
の
工
夫
」 

 

クラフト基礎演習 

絵本制作 

・アイデア構想 

・ページの構成 

・制作 

・作品鑑賞 

○ ○ ○ ○ a: 様々なスタイルの絵本に関

心をもち、絵本を通して伝達の

ためのデザインに主体的に取

り組める。 

b: 形や色彩などの造形要素の

効果的な働きについて考え、テ

ーマに適った伝達表現の構想

が練れる。 

c: 色彩効果や、絵の具の描画

技法を理解し、主題をより効果

的な構成方法でデザイン表現

できる。 

d: 他者の作品の表現の工夫を

理解し、そのよさや美しさを創

造的に味わえる。 

学習状況の観

察 

アイデアスケ

ッチ 

完成作品 

レポート 

 【
デ
ザ
イ
ン
・
鑑
賞
】 

「
し
り
と
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」 

・アニメーションコンテの

検討作成 

・アニメセルの作画 

・セル画の撮影 

・上映鑑賞 

○ ○ ○ ○ a: 動画表現することに興味関

心をもち、図形の動画的変化の

デザインに主体的に取り組め

る。 

b: 形や色彩などの造形要素の

動画的変化について考え、独創

的な動画表現の構想を練れる。 

c: デザインの主題をより効果

的画面構成で表現できる。 

d: 美術作品などの表現の工夫

を理解し、そのよさや美しさを

創造的に味わえる。 

学習状況の観

察 

アイデアスケ

ッチ 

ワークプリン

ト 

完成作品 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


